女性起業家の活躍と人間主義思想 by 山中 馨 & Kaoru Yamanaka
女性起業家の活躍と人間主義思想（山中　馨）  
はじめに
　日本における社会起業家の行動を調査する過程で、女性の率いる社会的企業や NPO 法人のビ
ジネスの多様さが目についた。従来、日本人は起業精神に乏しいと言われていて、起業率をみて
も米国や中国の一割に達する程度である。しかし、論文 [1] で明らかにしたように、社会起業家
数の男女比率では、分類「子育て支援・高齢者対策等の地域住民の抱える課題に取り組むもの」
で女性が男性よりも 1.8 倍、分類「環境・健康・就労等の分野で社会の仕組みづくりに貢献する
もの」で 1.3 倍も多い。そこで、日本女性の起業精神はそれほど弱くはないのではなかろうかと
の疑問が生じた。しかも同論文では、起業家に不可欠な力を評価し、その結果「内発性」、「社会
変革力」、「人的ネットワーク構築力」において女性起業家の方が男性を凌ぐ力を有していること
を発見した。
　以上のことから、本稿では社会的企業に限らず一般的な企業を対象として、日本における女性
起業家の起業行動に焦点を当て調べた結果を述べる。また調査の過程で全般的に女性起業家の行
動が、創立者の人間主義思想に良く合致する点が見受けられたために、人間主義思想の観点から
女性起業家の特性について考察した。
1．女性経営者の比率について
　まず、基礎知識として起業家に限らず女性経営者についてその占める割合などをデータを通
して概括してみる。米国企業で女性 CEO の率いる企業は、ペプシコ、ヒューレット・パッカー
ド、IBM、ヤフー、ゼロックス、ロッキード・マーチンなど世界的な有名企業の名前が容易に挙
げられる。しかし、米国主要企業であるフォーチュン 500 のうち、女性 CEO のいる会社は 21 社、
比率にすると 4.2％であり、米国でも女性経営者の占める割合は低いと言わざるを得ない [2]。
　日本における女性経営者の数は、帝国データバンクの全国社長分析では、全社長数に占める女
性社長の比率が、2009 年で 5.78％となっている [3]。この比率は、それ以前の５年間をみてもほ
ぼ横ばいで、６％に達しない。米国と比べて高いようであるが、話を上場企業に限ると 3967 社
中、女性経営者は 43 人で、わずか 1.1％の低さである。この比率から判断して、起業家の少ない
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中で論文 [1] で述べた女性社会起業家の比率が男性の 1.8 倍、1.3 倍というのは驚異的な数字であ
ることがわかる。
　このことから一つ推測できることは、女性にとっては一つの会社でキャリアアップして社長に
なる道は遠いが、自身が起業して社長になる道には入りやすいということである。後者の場合も、
もちろん、その途上には様々な困難が待ち受けているが、これに関しては後述する。
2．女性起業家の実態調査
　日本人の起業意欲は「はじめに」でも述べたように、世界的に見ると非常に低いことが従来か
ら指摘されている。しかし、論文 [1] で示したように、1995 年の阪神淡路大震災を契機として日
本人のボランティア精神は高揚し、NPO 活動が活発化してきている。さらに、別の要因として
近年 5 年ほどの間に団塊の世代が定年を迎え、その有り余る生命力から定年で仕事を辞めるので
はなく、更に起業を行う例が目立っている。従って徐々にではあるが日本人の間でも起業への道
が広くなりつつあるのではないかと思われる。
　ここでは女性起業家の実体を調査するに当たり次のような観点を設定した。(1) 起業動機、(2)
起業時の年齢、(3) 起業時の地域（本社所在地）、(4) 起業での資金調達、(5) 起業時及び事業継
続の支援体制、(6) ビジネスの成功要因、(7) 起業時の問題点、苦労した点、(8) 経営者として
の姿勢、(9) 社会貢献の意識、(10) 収益などの財政状況、持続可能性。なお、今回の調査では論
文 [1] とは異なり社会的企業ではなく一般企業を対象としているために、形態は株式会社、有限
会社が主であり、女性の地位も代表取締役社長が主である。
　以上の項目を調べるには女性起業家個々の詳しい事例が必要となるが、幸い女性の起業支援サ
イト[4] に多くの業種別事例集があり、本稿ではこれを基にし、併せて各企業のホームページから
の情報を加えてデータ分析を行った。ただし、観点 (10) については、企業調査としては重要項
目であるが、経理の状況等公表している企業が少数のためデータ分析項目から除いた。
3．起業の地域、本社所在地
　調査した事例件数は、55 例である。それぞれの起業した所在地を大括りで地域に分けて分類
すると図１のようになった。主には首都圏、関西圏が多いが、全国的にすべての地域で起業して
いることがわかる。傾向としてこの 55 例に限っては、西高東低であり、首都圏を除いては中京
圏以西の西日本での起業の方が多い。
4．起業時年齢
　次に女性起業家の起業時の年齢について調べた。女性は本来年齢を公表したがらないため年齢
の判明した 41 件についての結果である。５歳間隔で図示すると図２のようである。横軸の数値
は、それぞれの階級の階級下限を表している。ほぼ一山型であるが、70 歳代でも起業している
女性起業家の活躍と人間主義思想（山中　馨）  
例がある。この図から日本の女性起業家の重要な特徴が推察できる。図 2 から導き出される結論
は次の点である。
　まず (1) 起業はいくつになってもできる。70 歳代でも遅くはない。(2) Ｍ字カーブの谷の年齢
で起業する事例が多い。Ｍ字カーブとは日本の女性の有業率を年齢別に表す折れ線グラフが、25
～ 29 歳で下がり始め、30 ～ 35 歳で底となり、45 ～ 49 歳で再び山となる山、谷、山のＭの字を
描くカーブのことである。女性の社会進出が盛んで、結婚・出産など人生の重要イベントがあっ
ても仕事の継続が容易な国ではこのようなカーブはできない。日本でこの谷にあたる年齢層は、
就業意欲は強いものの育児や家事のために仕事を持たない（持てない）人が多く存在しているこ
図１　地域別の起業数（55 例）
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図２　起業時の年齢
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とを示していて、女性労働力活用の観点から従来、課題となっているものである。
　厚生労働省の調査では、結婚を機に離職する女性が 27.7％、就業継続は 71.4％である（他に不
明が含まれているために 100％にならない）。第１子出産を機に離職する女性は 36.0％、就業継
続は結婚前と比べて 32.8％と激減する。その後第２子、第３子出産で就業継続がそれぞれ 23.1％、
12.8％と減少していく [5]。
　ところが、図２で示された女性起業家の起業時年齢の山を見て、見事にＭ字カーブの谷と一致
していることを発見した。即ち、次のようなことが推論できる。
　「女性は、出産、育児などを原因として就業継続が困難な状況に陥り、それを機会に起業の道
を選んでいる」。
5．開業資金
　次に開業資金について調べてみた。これも 55 件全てで情報が得られているわけではなく、額
の分かった 35 件についてまとめたものである。150 万円間隔で描画すると図３のような結果が
得られた。
　最大金額は 4,000 万円であるが、300 万円から 600 万円の間に第２のピークがある。一般的な
感覚では、それほど大きな規模で開業しないのであれば、この程度の開業資金が目安となる額で
あり、適当と思われる。しかし、最大のピークは 0 ～ 150 万円、具体的には開業資金ゼロで開業
している例が最も多い。銀行も女性（特に専業主婦）には融資をしないようである。実際、調
査した一例で、北海道のいちご狩り農園とアイスクリーム製造、レストラン併設の企業の場合、
「開業資金 0 円。収入が得られるまで業者に待ってもらった」とのことである。開業資金 0 円で
図３　開業資金の額
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ない場合でも、「３万円」、「従業員 20 人が２万円ずつ出し合った」など涙ぐましい努力が窺がえ
る。一つ着目されるのは資金援助をするビジネス・コンテストの役割である。「自らの預金（100
万円）と、ビジネスプランコンテストの賞金（300 万円）で開業した」や「『女性起業家コンテ
スト』で 1,000 万円融資を受けた」などの事例も見られる。この図から次のような結論に達した。
　「女性起業家は開業資金の調達に苦労している。しかし、資金ゼロでもその壁を乗り越えて起
業に成功している」。　
6．起業動機
　次に本稿で最も重要な項目である起業する動機についてまとめてみた。起業する動機は個人
的なものが多く起業家それぞれで大きく異なるが、それを大括りでまとめてみた（図４）。ま
た、動機は一つだけとは限らないために、ここでは複数の動機を集計している。全 105 件である。
図４から女性起業家の主要な考え方が見て取れる。ここで推論されることは、次の諸点である。
　まず、(1) 女性起業家は「家族の問題解決」や「身内の事業継続」などの外的要因よりも、内
的、自律的な要因により起業している。(2) 内的要因の主たるものは、「専業主婦拒否意欲」で
ある。具体的には、次の３点の意欲であるｉ.「自身の能力を社会の中でアピールしたいという
意欲」、ii.「経済的にも夫に依存したくないという思い」、iii.「不合理な社会を変革したいという
意思」。
　最後の iii は「専業主婦拒否意欲」に入るかどうか自明ではないが、特に女性として感ずる性
差別などの社会の不合理を解決したいという意欲である。「専業主婦拒否意欲」は本稿の造語で
あるが、同趣旨のことは池田－ヘンダーソン対談 [6] で未来学者のヘイゼル・ヘンダーソン氏も
次のように語っている。
図４　起業の動機
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　「私は、自分の人生は、家庭を守ることもあるが、それ以上のことにも関わらねばならないと
思っていました。しかし一方で、夫や子供の存在もあり、それを実行するのは気が咎めることで
もあったのです。
　夫や子供のことをいい加減にする気持ちはありませんでした。しかし人生には主婦であるだけ
でなく、それ以上の何かがなければならないはずです」。
　起業動機に関しては、データ集計だけでは全貌を伝えることができないために以下に典型的と
思われる動機の事例を列挙する。
　「経済的自立」に関するものでは、「第２子を流産したことを機に今後の人生を改めて考えた」、
「夫の交通事故を機に起業という選択を知った」、「離婚後、幼子がいるためにどの会社にも採用
されず、それならと起業を決意した」、「独身女性が子供２人を大学まで通わすには普通に勤めて
いるだけではだめだと起業を決意した」などがある。
　「社会にアピール」では、「無農薬の素材をつかった、安全で良質な、最高級のパンを作りた
いとかねがね思っていた」、「義母が作る漬物の味が非常に美味であった。受け継いでいきたい、
もっと広めたいと思った」などという具体的な商品のアピールもあれば、女性自身の力のアピー
ルもある。「自分の力を独立して試したいと思った」、「女性がずっと働ける会社を作りたいと
思ったため」、「女性は自分の仕事は自分で切り開かねば、という熱い想いで起業した」、「子ども
が産まれて専業主婦になった時、『このままではダメだ』と思った」など様々である。
　少数度数の項目であるが、次のような「家族問題の解決」もある。「旦那さんと子供のアト
ピーがひどく、自分でなんとかしたいと自然素材を活用した石鹸の工房を起ち上げた」、「家族が
幸せになる働き方がしたい。以前、勤めていた会社では家族との時間があまり作れず、起業して
仕事と家庭を両立したかった」。
　また、「社会変革の意欲」としては主に女性差別の問題である。「起業前の仕事上の憤りがあっ
た。その会社は、主婦に向けた企画や販売促進が業務なのに、企画側に“主婦の声”がまったく反
映されていなかった。『主婦の声を生かして何かやりたい』との思いがあった」、「勤めていた企
業で男女の待遇格差に幻滅した」、「会社での『一緒に働くなら若い子がいい』という上司のひと
こと。一生働けると思って就いた仕事だったが、年を取るとここでは働けないと思った」。また、
次のような動機も起業に結びつくようである。「夫にビジネスのアイディアを話した時に『そ
れって金もらえんの？』といわれ、それなら『稼いで夫の年収を超えよう』と考えた」。この社
長さんは現在、ご主人の年収を優に超えているとのことである。
7．ビジネスの成功要因
　ここで調査された事例 55 例は、当然起業だけではなくその後も事業継続して成功を収めてい
る企業である。そこでそれぞれの成功要因はどこにあったのかをまとめてみた。それぞれの起業
家が自身を振り返ってこれが成功要因であるとする要素は、業界によりまた個人により様々であ
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るが、それらを大きく分類したものが図５である。一つのビジネスでも成功要因とされるものは
一つには限らないため多数あり、全 146 件を集計したものである。
　一般的に起業成功のための要因としては、次の４つが挙げられる。「ビジネス・アイデア」、
「人材」、「協力先」、「資金調達」。図５でもまずはビジネスモデルの良し悪しが成功要因の第一
である。この点は男女の力の差が現れない部分である。次に「評判」、「情熱」、「人的ネットワー
ク」が同程度の重要度を示している。先に一般的成功要因として挙げた「人材、協力先」は本
稿の分類では「人的ネットワーク」に相当する。「評判」とは口コミ、マスコミ等による評価を
勝ち得たことを意味していて、この点は女性のコミュニケーション能力が大いに発揮されるとこ
ろである。また「情熱」とは起業家の起業に賭ける思いの強さのことであり、論文 [1] で結論し
たように女性起業家の情熱は男性を遥かに凌ぐことが分かっている。さらに、起業および事業継
続支援のための「人的ネットワーク」についても、その構築力は女性の方が勝っていることが
論文 [1] で報告されている。即ち、この３項目は女性が優位な項目である。
　次に成功要因として起業家自身が評価している典型的な事例を紹介する。まず「ビジネスモデ
ル」に関する例では、「常に商品力に磨きをかけ、他社が追随できない圧倒的な商品を持ってい
ること」、「捨てていた材料を使って別のものをつくるというアイディアが良かった」、「週末起業
から始め、ある程度の採算性が見込めると判断した時点で正式に起業したこと」、「女性の不便を
解消する商品だった」、「それまでに経験した仕事で身に付けた能力で開業した」などがある。
　「評判」を勝ち得た例としては、「横のつながりが持ちにくい主婦のために、近所の公民館や集
会所を借りて、交流会や勉強会を開いた。一般向けの宣伝活動よりこっちのほうが広がっていっ
た」、「人がやりそうでやっていないので話題性になり、マスコミ取材が頻繁にあった」、「おいし
図５　ビジネスの成功要因
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い特産品や惣菜ができ、ラジオ、テレビが取材にくるようになり、さらに口コミで拡がった」な
どマスメディアの助けとともに口コミの重要性が語られている。
　「人的ネットワーク」に関しては、「応援してくれる友人や先輩が大勢いた」、「素直に人の助け
を借りたこと」とあり周囲に容易に自分の味方を作れる女性特有の力が示されている。
　「情熱」については、「自分のポリシーを曲げなかったこと」、「勇気とやる気と情熱があったか
ら」、「素人故に楽天的な考え方だった」、「自分がやりたいと思ったらすばやく行動した」、「成功
要因は、『絶対にこの生き方をあきらめない！』という意志と、『中小企業の永続のために』とい
う企業理念、『女性の輪をつくって賢い女性を増やし、日本を賢い国にする』という自分自身の
使命感です」といずれも女性起業家の強い意欲を感ずる。
8．起業、事業継続で苦労した点
　次に起業する際の障害など事業継続の課題も含めて何に苦労したかをまとめてみた。この点も
業界の違い、また起業した地域の特徴、さらには家庭環境など多様な状況により異なるものがあ
ろうが、それらを大きく分類して全 75 件を図示したものが図６である。
　最も苦労しているのは、「家庭の問題」、「家族・地域の反対」、「仕事と家庭の両立」などより
も「資金不足」である。「5. 開業資金」の節でも述べたことであるが、女性であるためになかな
か融資が受けづらいという現状である。次に大きいのが「経営問題」と「専門知識不足」の問題
である。この二つからは、以下のような女性経営者の実体が窺がえるのではなかろうか。即ち、
「起業の情熱、ビジネス・アイデアは素晴らしいものを持っているが、いざ起業してみると、自
分に組織運営のノウハウがない、経理の知識がない、事業計画でどの程度拡大すべきかなど、基
図６　起業、事業継続で苦労した点
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礎的な経営知識が不足していることを認識する」。そして、「自分の事業分野にはすでに既存の競
争相手がいて、競争して利潤をあげるためには、素人の情熱だけではやっていけないことに気が
つく。そもそも専門の基礎知識がないという壁が見えてくる」という状況である。
　厚生労働省の調査では、女性は男性に比べて開業率が高いが、廃業率も高いことが分かってい
る [7]。つまり、男性が前職で得た知識・経験を活用して起業するのに対して、女性は無業から開
業する割合が高く、企業経営の知識・経験がないのに起業するためである。図６では、このよう
な状況が見事に反映されているが、本稿のデータ集計で現れている女性起業家は、そのような苦
労を抱えながらも、廃業に追いやられるのではなく事業継続して成功している事例である。即ち
女性起業家は、全くの素人から起業して、前述のような障害を抱えながらも、その情熱、行動力、
人的ネットワーク構築力で成功を収めているのである。以下に苦労話の事例を数例紹介する。
　まず「資金不足」に関しては、「銀行や、役所がなかなかお金を融資してくれなかった」、「お
金がなく、カバンや服を売ってお金にした」とある。「経営問題」については、「スタッフのやる
気を起こすこと。スタッフとの意思疎通、ローテーション等が上手く稼動するようになるまでの
過程で苦労した」、「売り方や値付け、原価計算など分からず、基礎から学んだ」、「赤字が続い
たとき、辞めてしまおうかと思った」、「バブル崩壊後、景気が悪化し、契約がどんどん切られ
た」、「自分の考案したビジネスに、その後 20 社近くが参入して、シェアが縮小した」などがあ
る。「専門知識不足」では、「苦労したのは、職人探し」、「協力工場や販路さがし、オンライン
ショップの開設」、「『主婦の声を生かす』という商品は、目に見えないため、業務内容がなかな
か伝わらず、当初は仕事が受注できなかった」などである。
　少数の項目に分類されているが女性起業家にとって家庭との関係、仕事と家庭の両立などでど
のような状況だったかも興味がある。以下数例を紹介する。「当時子供が０歳。睡眠時間２時間
が２年ほど続いた。時間のやりくりに苦労した」、「子どもがまだ授乳中だったので、育児との両
立が最も大変でした」、「専業主婦だったので、パソコンにかじりつきだしたことで、夫と家族へ
の影響は大きかった」、「起業当時、結婚していた。夫もその家族も『放置』に近かった」、「夫に
ついてはだましだまし、なんとか子どもの面倒をみてくれていました」などがある。
9．経営者としての姿勢
　次に着目したのは経営者として何を大事に事業を行っているのかということである。これも一
人の経営者が複数の事柄を重視しているため、それらを集計して全 100 例を図７に図示している。
　大きな項目として現れたものは、「起業モチベーションの維持」、「トップの責任感」、「人脈
構築」と特に女性固有のものではない。強いて言えば、「心の有り様」が「経営スキル」と同程
度に重要となっている点であろう。しかし、「起業モチベーションの維持」、「トップの責任感」、
「人脈構築」の項目もその内容を詳しく見ていると女性特有の考えが顕著に表れている。
　ある食品会社の社長さんは次のように述べている。「自分の商品や事業に対して、冷や水をか
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けても冷めない情熱と愛情を持っているかどうかが非常に重要です。また、人との縁は本当に大
事です。人を大切にして、儲けることばかりに走らない。幸せを運んでくれるのは人です」とあ
り、周囲の人々との関係を重視する女性らしい考え方である。また、あるコンサルタント会社の
社長さんは、「質を上げるために、会社の規模を大きくすることはあっても、闇雲に大きくする
ことを目指してはいけない」、「今の仕事が嫌だから辞めて起業しようというのでは厳しい」、「お
金を儲けることが起業の目的だと報われない。経営者は自己を犠牲にすることも多い。それを承
知の上でやっていける事業をしたほうがいい」などと女性起業家に欠かせない覚悟を述べている。
　また、「心の有り様」で述べられているのは、「感謝の気持ちをもつこと」、「勇気」、「誠実、真
心を持って仕事をすること」、「プラス思考であること」などである。
10．支援組織
　起業時にどのような支援を受けたのか、また起業後の支援や支援組織を利用したかについて調
べてみた。全 72 件をまとめたものが図８である。
　頼りになるのは、やはり専門家とその集団が行う組織的支援である。次が助成金制度となる。
これは資金調達の困難さから容易に察せられる。しかし、問題は、「特になし」が 2 番目に多い
点である。これは自ら支援を望まなかった例もあるにはあるが、支援を欲しても支援が得られな
かった事例も多い。つまり、現状では起業をする場合に、公共・民間を問わず支援体制は不十分
であるといえる。主な支援の事例を以下に示す。
　「県や市の物産協会に加入し、情報を得た」、「商工会議所で資金の工面をした」、「国、自治体
の公的機関による助成金制度や、『中小企業新事業活動促進法』の認定を受けた」、「三井住友銀
図７　経営者として大事にしている事柄
 
  
0
5
10
15
20
25
30
女性起業家の活躍と人間主義思想（山中　馨）  
行の『SMBC 経営懇話会』会員になり、経営者の集まる交流会に参加した」、「民間団体　WWB 
JAPAN へ相談した」、「地元の中小企業団体中央会に相談した」、「商工会議所、ニュービジネス
協議会などの団体に加入して人脈づくりをした。創業一年後に、国民金融公庫で最初の融資を
受けた」、「週末起業フォーラム、大阪産業創造館、さかい新事業創造センターで支援を受けた」、
「WOM (Women’s Online Media Project) という非営利団体のネットワーク」、「“ピー プル”とい
うパソコン通信の中の『仕事と女性』というフォーラムに関わることになり、そこで出会った
方々にいろいろと教わったり刺激を受けました」、「起業家として必要なスキルは、すべてキープ
ラネットという独立事業主のための非営利団体が主催する勉強会で身につけていきました」など
がある。
　なお、女性起業家に対する支援体制については、P. Debroux 氏が韓国と比較して日本の体制
の不十分さを指摘している [8]。
11．社会貢献意識
　最後に注目したのはこのような女性起業家の社会貢献意識である。本稿での企業は特に社会的
企業ではないために、本来社会貢献を目的に会社を起ち上げたものではない。そのような状況の
中で、女性社長さんたちがどのように社会とかかわっているのかを調べてみた。従って、なかな
か社会貢献に言及する社長さんの無い中で全 51 件が図９のようにまとまった。
　一番多いのは、「特になし」で 23 件である。逆に言うならば残りの 28 件の社長さんは社会貢
献を意識していることになる。このことは、「一般企業であるが、多くの女性経営者が社会貢献
を意識している」と結論してよいのではないだろうか。また社会貢献の方法は、ビジネスにより
図８　支援組織
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人によりさまざまである。次に具体的な事例を数例挙げる。
　「少しでも地域を元気にしたい。農家の保守的な伝統を打破したい」、「各国の農場や工場を視
察した経験から、飲料製造の現場の劣悪な環境を認識しており、そこで働く人と消費者の健康に
貢献するため、有機栽培やフェアトレード商品にこだわっている」、「環境負荷の配慮にもこだ
わっており、包装材やティーバッグなどのパッケージはエコロジー素材を扱う包装会社と取引し
ている」、「飲料によって人々の健康を促進、またその知識を広めるため、協会を設立した」、「自
分だけのメリットから離れて、公益法人をつくり人のためにライフオーガナイザー育成事業を広
げたい」、「自分がこの世に生まれてきた意味を考えると、授かった能力を生かして人や社会のた
めになることをしなければと思う」、「日本女性のライフスタイルやセルフ・ブランディングに
寄与すると共に、服の仕立てをタイやカンボジアなど途上国の女性にオーダーすることによって、
彼女たちの雇用創出につなげる」、「ポリシーにしたのは、クオリティの確保と安定した雇用、そ
して社会に貢献できるビジネスをしていくこと。人に勝つようなビジネスをするよりも人や社会
に貢献するビジネスのほうが断然喜びが大きい」などである。
12．人間主義思想から見た女性起業家像
　創立者の人間主義思想については、次の３大特徴を挙げることができる。(1) 全体人間、(2)
自他ともの幸せ、(3) 民衆尊極。
　(1) の「全体人間」とは、「調和的な全体性を生きる人間」との意味であり、創立者はトイン
ビー対談 [9] で次のように語っている。「知性、理性、感情は、この生命自体の表面の部分であっ
て、生命全体ではありません。知性や理性、感情は、この全体的生命を守り、そのより崇高な発
現のために奉仕すべきものです」。従って西洋思想のように理性に偏重するのでもなく、また感
図９　社会貢献意識
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情に偏るのでもなく、人間の持つ側面の全てを全体として調和して発現させるものである。
　女性起業家に関する本稿の調査でも、経営者として「心の有り様」を重視している姿勢が強く
現れていた。女性は男性と同じことに接しても男性より感情豊かに反応する。この女性の持つ感
性は、ビジネス現場でも人間主義の思想に合致するような方向に働く場面が多い。TMG（The 
Merchandising Group）の CEO であるキャロル・アトウッドは、自社の影響力について次のよ
うに述べている [10]。「TMG が物流センターとの取引を辞めたらセンターは社員を解雇しなけれ
ばならないとか、そういう問題じゃないんです。我々の顧客が商品の納期を早めることを要求し
た場合、その要求は我々を通じて物流センターに行く。当然最終的には、発展途上国のアジア諸
国で縫製作業をする労働者の負担へと跳ね返る。問われるのはそういった認識です」。ここで訴
えている感覚は、創立者が随所で強調する「内在的普遍」と同種の感性である。創立者は、「内
在的普遍」について次のように解説する [11]。「こうした瑞々しい想像力というか生活感覚、生命
感覚の人にとって、近しい人はもとよりのこと、見ず知らずの異国の住人であっても、否、風土、
産物さえもが、親密な『隣人』としてあるに違いない」。このように感性を生かし、かつ一方で
は論理力を駆使して仕事に取り組む状況は、女性起業家に最も適した姿勢であり、この意味で女
性起業家こそ調和的な全体性を生きる全体人間と成り得る最も近い位置にいるといえる。
　(2) の「自他ともの幸せ」は、仏法理論としては「依正不二」や「縁起」に拠るものである。
創立者の次の言葉は、これらを明快に述べていて分かりやすい [12]。「全てはつながっている。こ
の世に単独で存在しているものなど、何一つとしてない。いかなる生物も自分一個で生存を全う
することは出来ない。社会全体を良くしなければ、自己の繁栄、幸福は確保できない。同時に、
どのような社会、企業、国家であっても、個人を犠牲にした繁栄は真の繁栄ではない。『他人だ
けの不幸』がありえないように、『自分だけの幸福』もありえない」。
　女性起業家は、「11. 社会貢献意識」の節で述べたように、一般企業であっても多くの経営者が
社会貢献を意識している。その内容を見てみると、「社会」という抽象的概念での捉え方でなく、
家族、友人、地元と具体的な周囲の人々から端を発して空間的に広がっていき、タイ、カンボジ
アなどの遠くの国の女性の幸せまで思いを馳せる形であることが分かる。まさに地に足の着いた
「自他ともの幸せ」への志向である。未来学者のヘンダーソン氏は次のように述べている[6]。「今、
世界の女性たちは『愛情』と『勇気』を、家庭や周囲の人間関係、さらには企業の経営や政治の
場に注ぎ込んでいます。この女性の持つ力が、二十一世紀にとってどれほど重要なものであるか、
計り知れません。私は、女性が男性と、あくまでも“対等のパートナー”としてともに働き、さら
に活躍することによって、経済をはじめとする、あらゆる人間社会の活動のバランスを取り戻す
ことができると思うのです」。
　(3) の「民衆尊極」とは、法華経思想のエッセンスである一生成仏、皆成仏道に拠るものであ
る。これは、「全ての人間には必ず仏性があり、誰もがそれを開花することができる」と説くも
のであり、この事から「普通の人間（凡夫）が尊貴な存在である（凡夫即極）」と捉える思想で
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ある。創立者の民衆第一思想であり、「人間は無限の可能性を持っている」とする民衆の力に絶
対的信頼を置く民衆凱歌の思想である。特に、女性に関して言えば、法華経で初めて女人成仏の
理念が説かれる。仏の境涯を成就する力に男女の性差はないとする考えである。
　しかし、「1. 女性経営者の比率について」の節で述べたように、今までビジネス界は明らかに
男女の性差のある社会であり、女性の可能性を素直に発揮できる状況にはなっていなかった。現
在その状況が徐々に変化しつつある。大和証券グループ本社の鈴木会長は次のように述べてい
る[13]。「体育会的なノリで売りまくって手数料を稼ぐ社員が偉い時代は終わり、いかに顧客に信
頼され、お金をたくさん預けてもらえるかが勝負になった。こういう仕事は瞬発力より持久力が
大事で、女性の方が得意だ」。また、ヘンダーソン氏は、次のような知見を披露している[6]。「こ
れからの各国の経済が、さらにサービス業の方向に進化し、単なる製造業や重工業活動から離れ
ていくならば、経済にはますます女性の視点が含まれるようになってくると考えています。女性
の経営する中小企業の多くは、ホーム・ヘルパーをはじめ政府が対応していない地域のニーズに
応えるために設立されたものです。そうした分野に、女性の小規模な事業が進出し、政府の手が
届かないサービスを、いかに必要な人々に届けるかを工夫しています」。そして「いろいろな意
味で、女性は“革新者”です」と結論している。
　ここで明らかになったように創立者が言われる「二十一世紀は女性の世紀」にふさわしい状況
が、近年様々現れてきている。そして、その変革をリードしていく女性こそ、社会に関わる仕事
を興し、社会に変革をもたらし、社会に貢献する女性起業家であると言える。　
13．まとめ
　女性起業家の起業における様々な行動につき、その動機や支援状況、障害や経営者意識などを
９項目にわたり調査、分析を行った。これらの分析から女性起業家の大体の姿をとらえることが
できた。以下に本稿の主たる結論を列挙する。
(1) 女性は、出産、育児などを原因として就業継続が困難な状況に陥り、それを機会に起業の
道を選んでいる。
(2) 女性起業家は開業資金の調達に苦労している。しかし、資金ゼロでもその壁を乗り越えて
起業に成功している。
(3) 女性起業家は「家族の問題解決」や「身内の事業継続」などの外的要因よりも、内的、自
律的な要因により起業している。
(4) 内的要因の主たるものは、「専業主婦拒否意欲」である。
具体的には、次の 3 点である。
　ｉ.「自身の能力を社会の中でアピールしたいという意欲」
　ⅱ.「経済的にも夫に依存したくないという思い」
　ⅲ.「性差別のある不合理な社会を変革したいという意思」。
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(5) 女性起業家の成功要因は、次の４つである。
「ビジネスモデル」、「口コミ、マスコミなどによる評判」、「起業家としての情熱」、「人的
ネットワーク構築」
(6) 女性起業家は、いざ起業してみると、自分に組織運営のノウハウがない、経理の知識がな
い、事業計画でどの程度拡大すべきかなど、基礎的な経営知識が不足していることを認識
する。
(7) 事業を起ち上げた後、素人の情熱だけではやっていけないことに気がつく。そもそも専門
の基礎知識がないという壁が見えてくる。
(8) 女性経営者が重要と認識している経営意識は、「起業モチベーションの維持」、「トップの
責任感」、「人脈構築」と特に女性固有のものではない。また、「心の有り様」も「経営ス
キル」と同程度に重要と考えている。
(9) 起業の際に頼りになるのは、専門家とその集団が行う組織的支援であり、次が助成金制度
である。しかし、支援を受けないで起業する例も多い。
(10) 一般企業であるが、多くの女性経営者が社会貢献を意識している。
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